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きほくのまち人探訪

PICK UP

那須史憲さん

令和５年度施政方針
思い出の園舎に別れを告げて…

ほくほく鬼北家族の絆
松浦正佳さんご家族

～自然豊かな　心豊かな
暮らし豊かなまち　きほく～

～自然豊かな　心豊かな
暮らし豊かなまち　きほく～



農
業
の
振
興
　

農
業
経
営
を
維

持
す
る
た
め
、国
・

県
の
補
助
金
等
を

活
用
し
、物
価
高

騰
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

体
験
農
園
、
農
業
研
修
制
度
及
び

農
業
法
人
等
へ
の
農
業
就
業
者
支
援

事
業
の
活
用
や
、
就
農
希
望
者
に
対

し
て
の
農
地
探
し
や
技
術
研
修
な

ど
、
一
貫
し
た
就
農
支
援
を
行
い
、

農
業
の
担
い
手
の
確
保
、
育
成
に
努

め
る
と
と
も
に
、
担
い
手
に
対
す
る

農
地
の
集
約
化
や
集
団
化
等
を
通
じ

た
農
地
の
効
率
的
か
つ
総
合
的
な
利

用
促
進
を
図
り
ま
す
。ま
た
、ス
マ
ー

ト
農
業
の
推
進
に
つ
い
て
、
担
い
手

農
家
、
北
宇
和
高
校
、
新
居
浜
高
専
、

関
係
機
関
と
の
協
議
を
進
め
ま
す
。

　

ジ
ビ
エ
の
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
加
工
施

設
を
整
備
し
、
有
害
鳥
獣
捕
獲
者
の

労
力
の
軽
減
等
を
図
り
ま
す
。

特
色
あ
る
産
業
を
創
り
育
て
、

　
誰
も
が
元
気
に
働
け
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り

　

柚
子
や
キ
ジ
を
は
じ
め
と
す
る
特

産
品
を
使
っ
た
加
工
食
品
な
ど
を
開

発
・
製
造
し
、
特
産
品
の
高
付
加
価

値
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

林
業
の
振
興
　

新
規
林
業
従
事

者
の
労
働
環
境
の

整
備
、
森
林
環
境

譲
与
税
を
活
用
し

た
林
業
就
業
者
確
保
事
業
、
森
林
環

境
整
備
事
業
の
拡
充
を
行
い
、
南
予

森
林
管
理
推
進
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し

て
い
る
「
南
予
森
林
ア
カ
デ
ミ
ー
事

業
」
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
林

業
の
担
い
手
の
育
成
確
保
と
森
林
整

備
推
進
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
関
係

機
関
と
協
議
し
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

商
工
業

の
振
興

　

商
工
会
と
の
連

携
を
図
り
な
が

ら
、
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
に
よ
り
疲
弊

し
た
事
業
者
の
持
続
可
能
な
企
業
活

動
の
支
援
に
努
め
ま
す
。

　

雇
用
奨
励
金
の
交
付
や
、
資
格
取

得
に
か
か
る
経
費
の
補
助
な
ど
、「
鬼

の
町
で
暮
ら
す
・
働
く
支
援
事
業
」

を
引
き
続
き
展
開
す
る
と
と
も
に
、

中
小
企
業
振
興
資
金
制
度
の
融
資
枠

拡
充
な
ど
、
企
業
活
動
に
お
け
る
経

済
基
盤
の
確
保
・
支
援
に
取
り
組
み

ま
す
。

　

愛
媛
県
や
他
の
自
治
体
と
の
連
携

に
よ
る
、
ふ
る
さ
と
納
税
「
共
通
返

礼
品
」の
開
発
協
議
を
進
め
る
ほ
か
、

「
ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」

に
よ
る
発
信
力
強
化
を
図
り
、
納
税

者
の
拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
。

観
光
・
物
産

の
振
興

　
「
鬼
の
造
形
大
賞
」、

「
鬼
の
ウ
ォ
ー
ル

ア
ー
ト
」、「
鬼
嫁

コ
ン
テ
ス
ト
」
な

ど
の
「
鬼
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
」
を

継
続
す
る
と
と
も
に
、
予
土
線
沿
線

市
町
と
Ｊ
Ｒ
四
国
と
の
連
携
事
業
を

展
開
し
、
町
の
魅
力
発
信
と
観
光
に

よ
る
交
流
人
口
の
拡
大
に
取
り
組
み

ま
す
。

　

地
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
設
立
準
備
や
観
光
・

物
産
事
業
者
の
創
出
に
向
け
て
の
土

壌
形
成
な
ど
、
観
光
ま
ち
づ
く
り
事

業
に
つ
い
て
、
協
議
・
準
備
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

成
川
渓
谷
休
養
セ
ン
タ
ー
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
に
よ
り
新
た

な
誘
客
を
図
る
と
と
も
に
、
企
業
や

観
光
事
業
者
に
対
す
る
「
観
光
施
設

　　　　令和５年度

施 政 方 針
「躍動のまち」「安らぎのまち」「躍動のまち」「安らぎのまち」
「満足のまち」を目指して「満足のまち」を目指して

　３月８日に開催された第１回鬼北町議会定例会１日目、兵頭町長が「令和５年度施政方針」
を述べました。その概要をお知らせします。
　施政方針とは、この１年間にどのような施策を行うのか、町の進むべき指針を示すものです。
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美
し
い
自
然
を
守
り
活
か
し
、誰
も
が
訪
れ
た
い
、

　
　
帰
り
た
い
と
感
じ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り

福
祉
の
充
実
で
安
心
生
活
を
確
保
し
、

　
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り

整
備
事
業
費
補
助
金
」
を
創
設
し
、

観
光
客
の
増
加
に
取
り
組
み
ま
す
。

雇
用
の
創
出
　

商
工
会
や
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
宇
和

島
な
ど
就
労
支
援

機
関
と
連
携
を
図

り
、
北
宇
和
高
校
生
を
対
象
と
し
た

企
業
説
明
会
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　
「
起
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業
費

補
助
金
」
を
活
用
し
、
雇
用
の
創
出

を
促
す
と
と
も
に
、
企
業
が
参
入
し

や
す
い
環
境
づ
く
り
を
行
い
、
サ
テ

ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
施
設
と
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
拠
点
施
設
へ
の
事
業
所
誘
致

を
進
め
ま
す
。

女
性
の

活
躍
推
進

　

女
性
が
仕
事
で

自
己
実
現
し
、
家

庭
や
子
育
て
、
趣

味
に
も
取
り
組
め

る
環
境
づ
く
り
に
努
め
る
と
と
も

に
、
本
町
で
働
き
な
が
ら
子
育
て
を

し
た
い
と
思
え
る
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
、
結
婚
か
ら
子
育
て

ま
で
の
切
れ
目
の
な
い
支
援
、
女
性

が
活
躍
で
き
る
場
の
支
援
、
整
備
に

努
め
ま
す
。

　

女
性
が
新
規
就
農
に
取
り
組
め
る

環
境
整
備
に
努
め
、
認
定
農
業
者
の

女
性
割
合
が
増
加
す
る
よ
う
、
就
農

希
望
者
を
募
り
ま
す
。

　

男
女
の
役
割
に
対
す
る
固
定
概
念

を
払
拭
し
、
男
女
が
共
に
ワ
ー
ク
ラ

イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
両
立
が
実
現
さ
れ

る
よ
う
、
意
識
の
醸
成
や
支
援
に
努

め
ま
す
。

資
源
循
環
型

社
会
の
推
進

　

町
民
に
対
し
て

フ
ー
ド
ド
ラ
イ

ブ
、
フ
ー
ド
バ
ン

ク
活
動
の
認
知
度

の
向
上
に
努
め
、
県
や
社
会
福
祉
協

議
会
等
と
連
携
し
て
、
食
品
ロ
ス
の

削
減
を
図
り
、
生
ご
み
処
理
に
対
す

る
新
た
な
補
助
事
業
に
よ
る
家
庭
系

ご
み
の
減
量
化
に
努
め
ま
す
。

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
循
環
促
進
法

の
施
行
に
伴
い
、
宇
和
島
地
区
広
域

事
務
組
合
の
構
成
市
町
と
連
携
し
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
再
資
源
化
に
向
け

た
新
た
な
回
収
方
法
の
協
議
を
進
め

ま
す
。

環
境
保
全

の
推
進

　

広
見
川
等
を
き

れ
い
に
す
る
清
掃

活
動
や
環
境
浄
化

微
生
物
「
え
ひ
め

Ａ
Ｉ

－
１
」
の
普
及
活
動
な
ど
に
よ

り
、
水
辺
環
境
美
化
に
努
め
ま
す
。

　

環
境
美
化
に
対
す
る
意
識
啓
発
と

し
て
、
広
見
川
等
統
一
清
掃
や
花

い
っ
ぱ
い
運
動
な
ど
、
町
民
に
よ
る

環
境
保
全
へ
の
取
り
組
み
の
継
続
を

支
援
し
ま
す
。

グ
リ
ー
ン
・

ツ
ー
リ
ズ
ム

の
推
進

　

南
予
地
域
で
は

「
ふ
る
さ
と
南
予

感
動
体
験
」
と
題

し
た
体
験
型
修
学

旅
行
の
誘
致
・
受
入
れ
に
向
け
た
取

り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
農
家
民
宿
、
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
、

貸
農
園
、
観
光
農
園
の
開
設
、
民
家

の
改
修
等
の
支
援
な
ど
、
さ
ら
な
る

受
入
れ
体
制
の
充
実
と
魅
力
の
向
上

に
努
め
ま
す
。

　

レ
ン
タ
ル
サ
イ
ク
ル
を
活
用
し
、

広
域
的
な
観
光
イ
ベ
ン
ト
や
長
期
滞

在
型
の
広
域
観
光
ル
ー
ト
開
発
な
ど

に
取
り
組
み
ま
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策
の
推
進

　

２
０
５
０
年
度

ま
で
の
地
域
脱
炭

素
社
会
の
実
現
を

目
指
し
、
地
域
課

題
の
解
決
、
地
域
の
魅
力
と
質
を
向

上
さ
せ
る
取
組
み
と
し
て
、
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
の
補
助
、
蓄
電
池
・

燃
料
電
池
シ
ス
テ
ム
設
置
の
た
め
の

補
助
、
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ハ
ウ

ス
導
入
の
た
め
の
町
単
独
補
助
事
業

や
、
国
交
付
金
事
業
の
活
用
な
ど
、

多
様
な
事
業
展
開
に
よ
り
地
域
に
根

ざ
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普

及
を
継
続
的
に
進
め
ま
す
。

地
域
医
療

体
制
の
充
実

　

町
立
北
宇
和
病

院
を
中
核
に
、
町

立
診
療
所
や
民
営

医
療
機
関
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
地
域
医
療
の
適
正

化
に
努
め
ま
す
。

　

社
会
福
祉
法
人
旭
川
荘
と
の
連
携

を
一
層
推
進
し
、
北
宇
和
病
院
に
お

け
る
良
質
な
医
療
の
提
供
に
努
め
、

そ
の
一
環
と
し
て
、「
医
師
確
保
奨

学
金
制
度
」
に
加
え
、人
材
の
確
保
・

定
着
促
進
を
図
る
た
め
、「
奨
学
金

返
還
支
援
制
度
」
を
創
設
し
ま
す
。

　

北
宇
和
病
院
の
医
療
機
器
の
更
新

を
行
い
、
疾
病
の
早
期
発
見
、
治
療

に
努
め
ま
す
。

子
育
て

支
援
策

の
充
実

　

保
育
所
の
統
合

に
よ
り
、
新
設
の

「
き
ほ
く
の
里
保

育
園
」と
、「
認
定

こ
ど
も
園
さ
く
ら
」、「
認
定
こ
ど
も

園
ゆ
ず
っ
こ
」の
３
園
体
制
と
し
、充

実
し
た
保
育
環
境
を
整
備
す
る
と
と

も
に
、
新
た
な
保
育
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
、
保
育
時
間
の
延
長
、
一
時
預
か

り
等
を
実
施
し
ま
す
。
放
課
後
子
ど

も
教
室
や
、
ひ
と
り
親
家
庭
学
習
支

援
事
業
を
継
続
実
施
す
る
と
と
も

に
、
出
産
・
子
育
て
応
援
交
付
金
や

一
般
不
妊
治
療
の
助
成
を
行
う
ほ

か
、新
た
に「
子
育
て
支
援
ヘ
ル
パ
ー

派
遣
事
業
」
を
展
開
す
る
な
ど
、
子

育
て
環
境
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

出
生
時
と
小
学
校
入
学
時
に
一
時

金
を
支
給
す
る
「
す
く
す
く
鬼
北
っ

子
応
援
給
付
金
」
を
、
中
学
校
入
学

時
に
も
拡
充
す
る
ほ
か
、
学
校
給
食

費
の
一
部
を
支
援
し
、
保
護
者
の
経

済
的
負
担
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

高
齢
者
福
祉

の
充
実

　

社
会
福
祉
協
議

会
と
連
携
し
、
地

域
の
高
齢
者
が
気

軽
に
立
ち
寄
る
こ

と
が
で
き
る「
地
域
サ
ロ
ン
」の
運
営

を
支
援
し
、地
域
サ
ロ
ン
等
で
の
介

護
予
防
の
啓
発
に
努
め
る
と
と
も

に
、介
護
認
定
に
は
至
ら
な
い
虚
弱

な
高
齢
者
の
方
が
利
用
可
能
な「
住
宅

改
修
事
業
」や「
福
祉
用
具
購
入
事
業
」

を
新
た
に
創
設
す
る
な
ど
、住
み
慣
れ

た
地
域
で
元
気
に
暮
ら
し
続
け
ら
れ

る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

幅
広
い
年
齢
層
に
対
す
る
「
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
講
座
」の
実
施
、「
見
守

り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」の
取
り
組
み
を
継
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続
し
、
地
域
ぐ
る
み
で
高
齢
者
を
見

守
る
活
動
を
よ
り
一
層
進
め
ま
す
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
活
動
を

支
援
し
、
高
齢
者
の
生
活
と
社
会
参
加

に
よ
る
生
き
が
い
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

本
年
10
月
に
本
町
で
開
催
さ
れ

る
、ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
ペ
タ
ン
ク
競
技

の
成
功
に
向
け
て
準
備
を
進
め
ま
す
。

障
が
い
者

福
祉
の
充
実

　

障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
や
障
害
児
通

所
給
付
の
提
供
、

精
神
障
害
者
小
規

模
作
業
所
の
運
営
な
ど
を
通
じ
て
、
障

が
い
者
や
障
が
い
児
の
社
会
参
加
や
就

労
機
会
の
提
供
を
さ
ら
に
進
め
ま
す
。

障
が
い
者

福
祉
の
充
実

　

社
会
福
祉
協
議

会
を
は
じ
め
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、自
治

会
な
ど
の
地
域
福
祉
活
動
を
支
援
し

な
が
ら
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
、
障

が
い
者
な
ど
全
て
の
人
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
い
き
い
き
と
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
地
域
に
お
け
る
支

え
合
い
を
実
現
す
る
た
め
、
複
雑
化

す
る
課
題
へ
包
括
的
・
重
層
的
に
支

援
し
て
い
く
体
制
を
強
化
し
ま
す
。

整
っ
た
生
活
イ
ン
フ
ラ
で
快
適
生
活
を
守
り
、

誰
も
が
安
全
・
快
適
に
過
ご
せ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り

防
災
・
減
災

対
策

　

広
報
、
回
覧
、

宇
和
島
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
を
利
用
し

た
啓
発
を
強
化

し
、
防
災
情
報
の
提
供
に
つ
い
て
も

継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

　

町
民
と
町
職
員
が
共
同
で
防
災
訓

練
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
防
災

力
の
強
化
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
消

防
団
員
の
確
保
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
装
備
品
や
老
朽
化
し
た
消
防
施

設
の
更
新
を
計
画
的
に
実
施
し
、
消

防
団
の
充
実
強
化
を
図
り
ま
す
。

情
報
基
盤
の

整
備
・
活
用

　

計
画
的
な
機
器

更
新
を
図
る
と
と

も
に
、
地
域
の
生

活
環
境
の
維
持
・

発
展
を
支
え
、
生
産
性
向
上
や
事
業

の
効
率
化
を
実
現
す
る
た
め
、
ロ
ー

カ
ル
５
Ｇ
を
活
用
し
、
地
域
課
題
の

解
決
や
地
域
の
活
性
化
、
高
校
魅
力

化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
施
設
や

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
施
設
な
ど
を
活
用

し
、
企
業
誘
致
や
移
住
促
進
に
つ
な

げ
ま
す
。

都
市
計
画

の
推
進

　

Ｊ
Ｒ
近
永
駅
を

中
心
と
し
た
総
合

的・一
体
的
な
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
、引
き
続
き「
近
永
駅
周
辺
賑

わ
い
創
出
事
業
」に
取
り
組
み
ま
す
。

　

近
永
ア
ル
コ
ー
ル
工
場
跡
の
未
利

用
地
に
は
、新
た
な
保
育
所
を
中
心
と

し
た
、
子
育
て
支
援
施
設
、
公
園
、

住
民
交
流
施
設
、
商
業
施
設
な
ど
を

盛
り
込
ん
だ
複
合
施
設
の
建
設
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
方
向
性
を
検
討
し
ま
す
。

交
通
環
境

の
充
実

　

公
共
交
通
の
維

持
と
向
上
、
経
済

性
に
優
れ
た
交
通

手
段
の
確
保
に
努

め
ま
す
。

　

交
通
系
の
カ
ー
ド
決
済
を
可
能
と

す
る
運
賃
決
済
シ
ス
テ
ム
導
入
に
向

け
た
準
備
や
、
免
許
を
持
た
な
い
高

齢
者
を
対
象
と
し
た
新
た
な
利
用
者

割
引
支
援
事
業
の
検
討
な
ど
、
公
共

交
通
の
利
便
性
向
上
と
交
通
弱
者
救

済
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

国
道
、
県
道
、
町
道
、
老
朽
橋
梁

の
整
備
、補
修
の
促
進
に
努
め
ま
す
。

空
き
家
対
策
　

危
険
な
空
き
家

の
適
正
管
理
の
推

進
に
努
め
る
と
と

も
に
、
入
居
可
能

な
空
き
家
は
、
移
住
希
望
者
な
ど
と

の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
り
、
有
効
活
用

に
努
め
ま
す
。

　

活
用
可
能
な
空
き
家
を
借
り
受
け

改
装
し
、
安
価
な
家
賃
で
貸
し
出
す

サ
ブ
リ
ー
ス
に
も
引
き
続
き
取
り
組

み
ま
す
。

住
宅
・
公
園

の
整
備

　

賃
貸
共
同
住
宅

の
整
備
に
か
か
る

事
業
費
の
一
部
を

補
助
す
る
「
民
間

賃
貸
共
同
住
宅
整
備
補
助
事
業
」
を

新
た
に
創
設
し
、企
業
、金
融
機
関
、

不
動
産
事
業
者
と
協
働
で
人
口
減
少

対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

上
下
水
道
の

整
備
・
保
守

　

施
設
の
耐
震
化

や
改
築
・
更
新
等
、

計
画
的
に
老
朽
化

施
設
等
の
整
備
を

行
い
ま
す
。
上
水
道
の
電
気
計
装
設

備
の
更
新
工
事
や
、
西
野
々
、
生
田

地
区
の
配
水
管
の
耐
震
管
へ
の
更
新

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

農
業
集
落
排
水
施
設
の
接
続
率
の

向
上
と
合
併
処
理
浄
化
槽
の
普
及
な

ど
地
域
の
実
情
に
合
っ
た
生
活
排
水

処
理
施
設
の
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

令
和
５
年
４
月
１
日
に
農
業
集
落

排
水
事
業
と
公
共
浄
化
槽
等
整
備
推

進
事
業
の
特
別
会
計
を
一
つ
の
公
営

企
業
会
計
に
移
行
し
、
更
な
る
健
全

経
営
を
目
指
し
ま
す
。

交
通
安
全
・

防
犯
対
策

　

危
険
箇
所
へ
の

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
設

置
な
ど
、
交
通
安

全
対
策
に
努
め
ま

す
。
運
転
免
許
証
自
主
返
納
者
に
対

す
る
給
油
・
タ
ク
シ
ー
補
助
券
の
配

布
に
よ
り
、
自
主
返
納
を
促
し
交
通

事
故
の
減
少
を
目
指
し
ま
す
。
防
犯

灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
へ
の
補
助
金
交
付
に

よ
り
、
犯
罪
抑
止
効
果
の
促
進
を
図

り
ま
す
。
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充
実
し
た
教
育
環
境
で
心
豊
か
な
人
を
育
み
、

　
　
　
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
み
ん
な
で
育
て
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り

学
校
教
育

の
充
実

　

自
ら
学
び
考
え

る
力
を
付
け
さ
せ

る
と
と
も
に
、
学

習
習
慣
、
生
活
習

慣
の
確
立
を
図
り
、
学
力
の
向
上
に

つ
な
げ
ま
す
。

　

小
・
中
学
生
の
英
語
の
学
力
向
上

の
た
め
、
外
国
語
指
導
助
手
の
常
時

配
置
や
英
語
検
定
受
検
料
の
補
助
な

ど
を
行
い
、
支
援
の
強
化
に
努
め
ま

す
。特

色
あ
る

学
校
づ
く
り

の
推
進

　

各
学
校
の
創
意

工
夫
に
よ
り
、
地

域
資
源
や
地
域
の

人
材
を
活
か
し
た

教
育
活
動
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
ま

た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
の
充
実

を
図
る
た
め
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
に
基
づ
い
た
児
童
生
徒
１
人
１

台
端
末
の
活
用
を
推
進
し
ま
す
。

　

老
朽
化
が
進
ん
だ
教
育
施
設
・
設

備
の
改
修
を
行
う
と
と
も
に
、
令
和

６
年
３
月
の
全
校
舎
完
成
を
目
指

し
、
広
見
中
学
校
校
舎
の
建
築
を
進

め
ま
す
。

　

北
宇
和
高
校
の
安
定
し
た
生
徒
の

確
保
を
図
る
た
め
、
全
国
募
集
に
取

り
組
む
ほ
か
、
令
和
５
年
８
月
完
成

予
定
の
北
宇
和
高
校
教
育
寮
に
つ
い

て
は
、
学
校
・
地
域
・
ハ
ウ
ス
マ
ス

タ
ー
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
適

人
々
の
つ
な
が
り
を
深
め
、
と
も
に
行
動
し
、

　
誰
も
が
自
ら
考
え
取
り
組
む
ふ
る
さ
と
づ
く
り

町
民
に
よ
る

地
域
活
動
の

活
性
化

　

交
流
事
業
や
地

域
活
動
を
推
進

し
、
町
政
に
対
す

る
町
民
の
理
解
と

関
心
を
高
め
る
よ
う
、
わ
か
り
や
す

い
情
報
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、
主

体
的
な
町
民
活
動
の
支
援
に
努
め
ま

す
。予

算
編
成
の
基
本
方
針

正
な
管
理
運
営
に
努
め
る
と
と
も

に
、
学
校
林
を
活
用
し
た
魅
力
あ
る

寮
と
し
て
、
全
国
に
発
信
し
て
ま
い

り
ま
す
。

生
涯
学
習
・

生
涯
ス
ポ
ー
ツ

の
充
実

　

誰
で
も
気
軽
に

取
り
組
め
る
ス

ポ
ー
ツ
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
開
発
な
ど
に

よ
り
、
町
民
の
健
康
増
進
を
図
る
と

と
も
に
、
広
見
川
上
り
駅
伝
や
駅
伝

競
走
・
マ
ラ
ソ
ン
大
会
な
ど
の
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
促

進
し
、
鬼
北
町
広
見
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ

ン
タ
ー
の
温
水
化
、
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス

の
整
備
検
討
を
行
い
ま
す
。

伝
統
文
化
の

継
承
・
発
展

　

伝
統
文
化
を
映

像
に
記
録
し
後
世

に
伝
え
る
デ
ジ
タ

ル
ア
ー
カ
イ
ブ
事

業
を
実
施
し
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
公

民
館
活
動
や
学
校
、
他
の
市
町
と
も

連
携
し
、
伝
統
文
化
の
後
継
者
を
育

成
し
ま
す
。

文
化
財
の

保
護
・
活
用

　

等
妙
寺
旧
境
内

の
一
般
公
開
に
向

け
、
ガ
イ
ダ
ン
ス

施
設
（
奈
良
山
等

妙
寺
歴
史
交
流
館
）の
整
備
を
行
い
、

そ
の
活
用
を
図
り
ま
す
。

　

町
の
歴
史
・
文
化
に
関
す
る
講
座
、

講
演
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

し
、
町
の
歴
史
遺
産
に
つ
い
て
、
町

内
外
の
多
く
の
方
に
魅
力
を
発
信
し

ま
す
。

人
権
尊
重
・

男
女
共
同

参
画

　

生
涯
学
習
の
場

や
「
人
権
を
考
え

る
集
い
」
な
ど
の

会
合
を
継
続
的
に

開
催
し
、
人
権
意
識
の
高
揚
を
図
り

ま
す
。

　

自
治
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
防
災
士
に
お

け
る
女
性
の
割
合
や
女
性
委
員
の
登

用
を
推
進
す
る
な
ど
、
男
女
の
声
が

共
に
地
域
社
会
に
反
映
さ
れ
る
体
制

づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
当
初
予
算
の
編
成
に

あ
た
っ
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
と
の
共
存
を
前
提
と
し
、

不
透
明
な
社
会
情
勢
も
踏
ま
え
、
歳

出
予
算
の
重
点
化
に
努
め
ま
し
た
。

　

第
二
次
長
期
総
合
計
画
（
後
期
基

本
計
画
）
に
掲
げ
る
６
つ
の
基
本
目

標
に
基
づ
く
推
進
施
策
に
つ
い
て

は
、
継
続
的
に
取
り
組
む
こ
と
と
し

た
う
え
で
、
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

し
て
掲
げ
る
４
つ
の
目
標
、「
安
心

し
て
働
け
る
ま
ち
」、「
訪
れ
た
い
ま

ち
、
住
み
た
い
ま
ち
」、「
子
ど
も
に

や
さ
し
い
ま
ち
」、「
豊
か
で
く
ら
し

や
す
い
ま
ち
」を
達
成
す
る
た
め
に
、

観
光
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
、
子
育
て

関
連
予
算
の
拡
充
、
交
通
弱
者
対
策

の
強
化
な
ど
の
施
策
を
重
点
的
、
優

先
的
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
感
染
拡
大
防
止
と
社
会
経

済
活
動
の
両
立
が
、
将
来
に
わ
た
り

持
続
可
能
と
な
る
よ
う
な
、
財
政
基

盤
の
構
築
の
た
め
に
、
財
源
確
保
に

つ
い
て
も
徹
底
し
て
見
直
し
を
行
い

ま
し
た
。

広報きほく　2023.45



CONTENTS＿ 目次

4月 April 鬼のまち くらしのカレンダー
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人　口     9,517 人　 （－29）
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2月28日現在

※(   ) は前月比です。

鬼北の春の恒例行事として
定着してきた「鬼北桃祭」。
温かな日差しに包まれた近
永駅前広場は、大勢の家族
連れで賑わい、北宇和高校
のポニーも元気よく馬車を
引いていました。

（Ｐ14掲載）
　　　　

今月の表紙

…人権・心配ごと・行政相談　　…古紙回収日
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旭川荘南愛媛病院☎45-1101
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5
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犬

犬

人

英

英

英 犬

好藤・愛治・三島P

近永・泉P

近永・泉P

P 好藤・愛治・三島

古 近永

古 好藤・愛治

P 日吉

犬 P 日吉

町内小学校入学式
日吉中学校入学式

消防団入団式
辞令交付式

広見中学校入学式

昭和の日

三島公民館

広見体育センター

好藤公民館

愛治公民館

泉公民館

日吉保健センター

〇（頸）

〇（体・頸）

〇（頸）

〇（頸）

〇（頸）

〇（頸）

〇（頸）

13：00～14：00

9：30～11：00

13：00～14：00

13：00～14：00

13：00～14：00

13：00～14：00

13：00～14：00

日 場所 子宮がん受付時間
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【
近
永
保
育
所
　

所
長
　
山
口
　
桂
子
】

　

四
季
折
々
の
豊
か
な
自
然
に

囲
ま
れ
た
鬼
北
の
中
心
部
に
昭

和
28
年
８
月
、
広
見
町
立
近
永

保
育
所
と
し
て
開
所
し
、
69
年

に
わ
た
り
地
域
の
皆
さ
ま
に
温

か
く
見
守
ら
れ
な
が
ら
、
２
，

３
１
７
名
の
子
ど
も
た
ち
が
元

気
に
巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

き
ら
き
ら
し
た
輝
き
を
放
つ

個
性
豊
か
な
可
愛
い
園
児
達
は
、

た
く
さ
ん
の
友
達
と
い
ろ
い
ろ

な
遊
び
や
生
活
を
楽
し
ん
だ
り
、

運
動
会
や
ク
リ
ス
マ
ス
発
表
会

等
の
各
種
行
事
に
参
加
し
た
り

し
な
が
ら
、
１
日
１
日
心
も
体

も
大
き
く
成
長
し
て
き
ま
し
た
。

★令和５年度 保育施設の名称が決定しました！
　令和５年度からの町内の保育施設の名称については、以下の通りです。

●きほくの里保育園…アルコール工場跡地に建設する統合保育所（仮）
●認定こども園さくら…さくら保育所を、保育所から認定こども園へ変更（施設種類の変更に伴う名称変更）
●認定こども園ゆずっこ…小松保育所とみどり保育所の統合および保育所から認定こども園へ変更

★名称募集しておりました２園の受賞者については、以下の通りです。
　・きほくの里保育園【受賞者】優秀賞　髙田 凛音さん
　・認定こども園ゆずっこ【受賞者】優秀賞　宮﨑 喜久郎さん、鶴井 杏愛さん
　　（受賞者の方を対象とした表彰式の様子は、次号以降に掲載予定です。）

　　　

こ
の
近
永
保
育
所
で
過
ご
し

た
毎
日
が
み
ん
な
の
「
生
き
る

力
」や「
心
の
根
っ
こ
」に
な
り
、

こ
れ
か
ら
始
ま
る
未
来
に
向

か
っ
て
笑
顔
い
っ
ぱ
い
健
や
か

に
育
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
近
永
保
育
所
の
た

め
に
ご
支
援
い
た
だ
い
た
す
べ

て
の
皆
さ
ま
に
、
心
か
ら
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

保
育
所
の
統
合
に
伴
い
、
令
和
５
年
度
か
ら
３

園
体
制
と
な
る
た
め
、
３
月
末
を
も
っ
て
、
５
つ

の
保
育
所
が
そ
の
長
い
歴
史
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

思
い
出
の
園
舎
に
別
れ
を
告
げ
て
…

3 月 31日閉所

近永保育所
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【
清
水
保
育
所
　所

長
　
市
山
　
陽
子
】

　

清
水
保
育
所
は
、
昭
和
31
年
10
月

に
愛
治
保
育
所
が
認
可
さ
れ
、
昭
和

33
年
７
月
に
清
水
保
育
所
が
認
可
さ

れ
、
昭
和
36
年
４
月
か
ら
は
愛
治
・

清
水
保
育
所
が
統
合
し
清
水
保
育
所

と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
４
年
に
改
築
し
、
こ
れ
ま
で

の
66
年
間
で
９
７
７
名
の
園
児
が
自

然
豊
か
な
地
域
で
、
伸
び
伸
び
と
育

ち
ま
し
た
。

　

一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
し
、
伝
統

行
事
で
あ
る
五
つ
鹿
踊
り
を
お
祭
り

ご
っ
こ
の
際
に
踊
っ
た
り
、
牛
鬼
を

担
い
で
練
り
歩
い
た
り
、
し
ょ
っ

ち
ゅ
う
散
策
に
出
か
け
、
周
辺
の
事

業
所
な
ど
に
お
邪
魔
し
た
り
と
、
地

域
の
方
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
で
「
ふ
る

さ
と
愛
」
も
育
ん
で
き
ま
し
た
。

　

３
月
20
日
に
行
わ
れ
た
閉
所
式
で

は
、
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
ス
ラ
イ
ド

シ
ョ
ー
を
見
て
振
り
返
り
、
こ
れ
か

ら
の
子
ど
も
達
の
夢
や
希
望
、
そ
し

て
こ
れ
ま
で
見
守
っ
て
い
た
だ
い
た

地
域
の
皆
さ
ま
や
関
わ
っ
て
き
た

方
々
に
「
あ
り
が
と
う
」
の
気
持
ち

を
詰
め
込
ん
だ
風
船
を
空
高
く
飛
ば

し
、
66
年
の
清
水
保
育
所
の
歴
史
に

幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

【
好
藤
保
育
所
　
所
長
　
北
川
　
美
枝
】

　

好
藤
保
育
所
は
、
昭
和
31
年
に
東
仲
公
会
堂

と
付
属
の
建
物
を
借
り
、
一
部
を
改
造
し
て
開

所
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
66
年
。
１
，
０
５
２

名
の
園
児
が
こ
の
豊
か
な
自
然
に

囲
ま
れ
た
好
藤
保
育
所
で
伸
び
伸

び
と
育
ち
ま
し
た
。

　

好
藤
地
区
は
、
素
敵
な
散
歩
ス

ポ
ッ
ト
が
あ
れ
ば
呼
ん
で
も
ら
い
、

庭
で
遊
ん
で
い
る
と
気
軽
に
声
を

か
け
て
も
ら
う
な
ど
、
地
域
の
皆

さ
ま
の
優
し
い
眼
差
し
が
い
つ
も

す
ぐ
そ
こ
に
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん

な
保
育
に
恵
ま
れ
た
環
境
の
中
で
、

地
域
の
皆
さ
ま
と
共
に
今
日
ま
で

歩
ん
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
春
、
そ
の
歴
史
に
幕
を
下

ろ
す
こ
と
と
な
り
寂
し
さ
を
隠
せ

ま
せ
ん
が
、
多
く
の
卒
園
児
と
そ

こ
に
関
わ
っ
た
た
く
さ
ん
の
方
々

が
築
い
て
こ
ら
れ
た
好
藤
保
育
所

で
の
健
や
か
な
日
々
、大
声
で
笑
っ

て
元
気
に
走
り
回
っ
た
毎
日
は
、

確
か
な
形
と
し
て
み
ん
な
の
胸
の

中
に
残
り
ま
す
。
そ
の
思
い
出
を

持
っ
て
、
新
し
い
環
境
で
も
、
明

る
く
た
く
ま
し
く
頑
張
っ
て
く
れ

る
好
藤
っ
子
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
子
ど
も
達
を
温
か
く

見
守
り
、好
藤
保
育
所
を
大
切
に
考

え
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
全
て
の
皆

さ
ま
に
、感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
　
思
い
出
を

3 月 31日閉所

好藤保育所

3月 31日閉所

清水保育所
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あ
り
が
と
う
　
大
好
き
だ
よ

【
小
倉
保
育
所
　
所
長
　
市
山
　
陽
子
】

　

小
倉
保
育
所
は
、
昭
和
28
年
６
月
に
小
倉
小

学
校
の
一
部
教
室
を
借
り
受
け
て
発
足
し
、
昭

和
32
年
５
月
に
八
幡
神
社
横
に
小
倉
保
育
所
が

開
設
さ
れ
、
昭
和
61
年
に
改
築
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
13
年
に

は
泉
保
育
所
と
統
合
し
、
こ
れ
ま

で
69
年
に
わ
た
り
地
域
の
皆
さ
ま

に
見
守
ら
れ
、
８
１
８
名
の
園
児

が
巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
、
散
策

に
出
か
け
れ
ば
四
季
折
々
の
花
が

あ
ち
こ
ち
に
咲
き
、
地
域
の
方
が

遠
く
か
ら
も
声
を
か
け
て
く
だ

さ
っ
た
り
、
時
に
は
お
邪
魔
し
て

庭
で
遊
ば
せ
て
も
ら
っ
た
り
と
、

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
の
中
、

伸
び
伸
び
と
し
た
保
育
や
地
域
の

皆
さ
ま
と
の
ふ
れ
あ
い
や
交
流
を

大
切
に
し
て
き
ま
し
た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
通
し
て
、

心
と
体
を
育
ん
で
き
た
子
ど
も
達

に
は
、
こ
れ
ま
で
関
わ
っ
て
き
た

た
く
さ
ん
の
人
々
の
温
か
さ
を
胸

に
、
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
健

や
か
に
成
長
し
て
く
れ
る
こ
と
を

祈
っ
て
お
り
ま
す
。

　

小
倉
保
育
所
は
、
み
ん
な
の
思

い
出
が
詰
ま
っ
た
「
た
か
ら
も
の
」

で
す
。
こ
れ
ま
で
温
か
く
見
守
っ

て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
、
大
変
お

世
話
に
な
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

【
み
ど
り
保
育
所
　

所
長
　
毛
利
　
由
美
】

　

み
ど
り
保
育
所
は
昭
和
33

年
10
月
に
、
日
吉
村
立
み
ど

り
保
育
所
と
し
て
開
所
し
、

平
成
17
年
１
月
に
旧
日
吉
村

と
旧
広
見
町
が
合
併
し
鬼
北

町
立
み
ど
り
保
育
所
と
な
り

ま
し
た
。
み
ど
り
保
育
所

は
、
職
員
や
保
護
者
だ
け
で

な
く
、
地
域
の
人
達
に
よ
っ

て
見
守
ら
れ
支
え
ら
れ
た
地

域
に
密
着
し
た
保
育
所
で
し

た
。

　

こ
こ
数
年
は
、
園
児
数
減

少
が
著
し
く
な
り
ま
し
た

が
、
年
長
児
が
年
下
の
子
を

優
し
く
お
世
話
し
、
年
少
児

は
年
長
児
達
の
す
る
こ
と
を

間
近
で
見
て
、
自
分
達
も
真

似
し
た
り
と
、
微
笑
ま
し
く

良
い
環
境
だ
と
感
じ
ま
す
。
今
年
度
か
ら
年
長
さ
ん
が
始
め
た
廊
下
の
雑
巾
が
け
。
全

く
で
き
な
か
っ
た
子
ど
も
達
も
、
３
月
に
は
ほ
と
ん
ど
の
子
が
廊
下
を
力
強
く
滑
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
西
予
市
に
あ
る
米
博
物
館
雑
巾
が
け
レ
ー

ス
（
Ｚ

－

１
）
に
も
挑
戦
し
ま
し
た
。
ま
さ
に
「
継
続
は
力
な
り
！
」。
み
ん
な
で
一
緒

に
取
り
組
ん
だ
こ
と
で
成
し
得
た
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
子
ど
も
達
の
た
め
に
ご
支
援
い
た
だ
い
た
全
て
の
皆
さ
ま
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

思
い
出
い
っ
ぱ
い
の
み
ど
り
保
育
所
。
今
ま
で
本
当
に
あ
り
が
と
う
！

3 月 31日閉所

小倉保育所

3月 31日閉所

みどり保育所
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まちのお知らせ

公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者等表彰表　彰
Topics

　永年にわたりスポーツ指導者として、スポーツの指導育成
および組織化、競技力の向上などに貢献した方に贈られる、「公
認スポーツ指導者等表彰」で、武田英喜さん＝北川＝が永年
表彰を受賞しました。
　武田さんは、スポーツ少年団ソフトボールの指導者や、広
見中学校軟式野球部の外部講師を務め、スポ少では第 30 回全
日本小学生ソフトボール大会（栃木県）優勝、部活動では愛
媛県中学総体優勝に導くなどした功績がたたえられ、このた
びの受賞となりました。

「税」について理解を深めよう！

「税についての作文」で町内中学生が各賞を受賞
表　彰
Topics

　国税庁と全国納税貯蓄組合連合会が
行っている、中学生の「税についての
作文」において、町内の中学生が次の
各賞を受賞しました。
　この取り組みは、将来を担う中学生
が、身近に感じた税に関することなど
を題材に作文を書くことで、「共同社会
を支える会費」というべき税について
の関心を深め、意義や役割を正しく理
解してもらおうと実施されています。

問 危機管理課　危機管理係　内線 2421

竹田幸男さん、長尾一正さんに自衛官募集相談員を委嘱お知らせ
info

　２月 15 日に自衛官募集相談員の委嘱状交付式が
鬼北町役場で行われ、竹田幸男さん＝奈良＝（写
真右）、長尾一正さん＝下鍵山＝（写真左）が、町
長と自衛隊愛媛地方協力本部長の連名で委嘱され
ました。
　今後、自衛官募集相談員として、自衛官志望者
に関する情報提供のほか、募集活動の支援を行っ
ていただきます。

入札日 工事名 場所 工事概要
落札業者

主管課
落札額（税抜）

2/16 令和4年農地農業用施設災害復旧事業
19-1上鍵山谷口農地復旧工事 上鍵山

復旧延長 L ＝ 4.0 ｍ
コンクリートブロック積工 A ＝ 10㎡
擦付工（雑石積工） A ＝ 4㎡

㈲三島建設
農林課

1,340,000

問 総務財政課　管財係　内線 2209

令和４年度２月の鬼北町工事入札結果お知らせ
info

馬木里緒さん（日吉中３年）上甲麻由さん（広見中３年）高田洸之郎さん（広見中３年）

四
国
納
税
貯
蓄
組
合
総
連
合
会
会
長
賞

宇
和
島
地
区
租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞

宇
和
島
税
務
署
管
内

納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞
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Kihoku’s News

問 町民生活課　福祉係　内線 2119

18歳までの子どもの医療費を助成していますお知らせ
info

対象者
■０歳から中学３年生まで
　事前申請の上、資格証を使用してください。
■中学卒業後から高校等卒業まで
　一旦自己負担し、領収書を一ヵ月単位で整理
して請求してください。

【請求に必要なもの】
■領収書　　■印鑑
■保護者（被保険者）の振込口座が分かるもの
■子どもの保険証と学生証（写し可）
■子ども自身に収入があればその明細書

問 町民生活課　資産評価係　内線 2124・2125

縦覧期間は４月３日から５月１日

土地・家屋価格等縦覧帳簿
お知らせ

info

　令和５年度土地価格等縦覧帳簿
および家屋価格等縦覧帳簿を、４
月３日（月）から５月１日（月）
まで縦覧に供します。（土日・祝日を
除く８時 30 分から 17 時 15 分まで）
　縦覧できる方は、固定資産税（土
地・家屋）の納税者です。縦覧に
は本人確認できるものをご持参く
ださい。

問 ねんりんピック推進室　ねんりんピック推進係　内線 3600

　ねんりんピックでは、北は北海道、南は沖縄県と全国各地から多くの選手や関係者が鬼北町にお
越しになります。そんな全国規模の大会を少しでも盛り上げたく、色々な面から啓発を行っています。
その取り組みの一つとして、横断幕や立看板の設置をしたり、季節花のプランターを配置したりし
ています。
　今後も、皆さまの目に届く形で進めていきますので、気に留めていただけると幸いです。

鬼北町実行委員会より

来月からも関連する情報を発信していきますので、ぜひご覧ください。

○横断幕設置場所
　鬼北総合公園、森の三角ぼうし、日吉夢産地
○立看板設置場所
　鬼北町役場、日吉支所
○季節花プランター配置場所
　鬼北町役場、日吉支所

注意点
■学校（保育所）等での傷病については、学校

安全災害共済給付制度を利用してください。
■他の公費助成が受けられる方は対象となりま

せん。
請求期限
　診療を受けた日の属する月の翌月の初日から
起算して３年以内
受付窓口
■町民生活課　福祉係
■日吉支所

石村政二さんに愛媛県国民
健康保険団体連合会表彰

表　彰
Topics

　２月 24 日、石村政二さん
（医師）＝奈良＝に愛媛県国
民健康保険団体連合会表彰
が贈られました。
　石村さんは、平成 26 年か
ら鬼北町国民健康保険運営
協議会委員として活動。長
年にわたり、国民健康保険
の健全な運営に尽力された
ことが評価され、このたび
の受賞となりました。
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まちのお知らせくらしのお知らせ

日
　時
　
４
月
23
日
㈰

　
９
時
〜
12
時

　
13
時
〜
16
時
30
分

※

必
要
な
持
参
物
が
な
い
と
手
続

　
き
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

　
の
で
、
事
前
確
認
を
お
願
い
し

　
ま
す
。

※

閉
庁
日
の
た
め
、
マ
イ
ナ
ン
バ

　
ー
カ
ー
ド
関
係
の
み
の
対
応
と

　
な
り
ま
す
（
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト

　
は
平
日
の
み
）。

※

混
み
合
い
ま
す
の
で
、
時
間
に

　
余
裕
を
持
っ
て
お
越
し
く
だ
さ

　
い
。

問
い
合
わ
せ

　
町
民
生
活
課
戸
籍
住
民
係

　
内
線
２
１
７
１
、
２
１
１
１
〜

　
２
１
１
３

日
　時

　
４
月
12
日
㈬

※

交
付
時
間
を
19
時
30
分
ま
で
延

　
長
し
ま
す
。

※

申
請
者
ご
本
人
様
が
、
受
取
り

　
に
必
要
な
も
の
を
ご
持
参
の
上
、

　
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
の

　
み
の
対
応
と
な
り
ま
す
（
マ
イ

　
ナ
ポ
イ
ン
ト
、申
請
、保
険
証
・

　
口
座
登
録
関
係
は
対
象
外
）。

問
い
合
わ
せ

　
町
民
生
活
課
戸
籍
住
民
係

　
内
線
２
１
７
１
、
２
１
１
２
、

２
１
１
３

日
　時

　
４
月
23
日
㈰※

予
約
が
必
要

　
13
時
〜
16
時（
受
付
は
15
時
ま
で
）

場
　所

　
近
永
公
民
館
　
１
階
会
議
室

問
い
合
わ
せ

▼
企
画
振
興
課
地
域
活
力
創
出
係

　
内
線
２
２
１
３

▼
え
ひ
め
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー

　
南
予
事
務
所

　
☎
０
８
９
３-

５
７-

６
７
０
５

　
皆
さ
ん
の
あ
た
た
か
い
ご
協
力

に
よ
り
、
２
月
末
ま
で
に
１
，
２

６
０
，
４
５
９
円
の
活
動
資
金
が

集
ま
り
ま
し
た
。
活
動
資
金
は
全

額
日
赤
愛
媛
県
支
部
へ
送
金
し
、

今
後
、
災
害
救
助
活
動
な
ど
日
本

赤
十
字
社
の
人
道
的
活
動
に
役
立

て
ら
れ
ま
す
。

　
活
動
資
金
は
随
時
受
け
付
け
て

お
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
支

援
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
町
民
生
活
課
福
祉
係

　
内
線
２
１
１
７

　
令
和
５
年
度
の
国
民
年
金
保
険

料
は
、
月
額
１
６
，
５
２
０
円
で

す
。
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
ら
れ

る
納
付
書
は
、
金
融
機
関
・
郵
便

局
・
コ
ン
ビ
ニ
等
の
窓
口
や
電
子

納
付
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納

付
や
便
利
で
お
得
な
口
座
振
替
も

あ
り
ま
す
。
収
入
の
減
少
や
失
業

等
に
よ
り
、
保
険
料
を
納
め
ら
れ

な
い
場
合
は
、
必
ず
免
除
・
納
付

猶
予
制
度
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

▼
宇
和
島
年
金
事
務
所

　
国
民
年
金
課

　
☎
０
８
９
５-

２
２-

５
４
４
０

▼
町
民
生
活
課
保
険
年
金
係

　
内
線
２
１
１
４

内
　容

　
業
務
説
明

　
警
察
職
員
と
の
フ
リ
ー
ト
ー
ク

日
　時

▼
４
月
１
日
㈯

　
13
時
30
分
〜
15
時

▼
４
月
10
日
㈪

　
18
時
30
分
〜
20
時

定

　員

　
各
30
名
程
度

　（
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
者
を
除
く
）

参
加
資
格

　
警
察
官
ま
た
は
警
察
事
務
職
員

を
目
指
し
て
い
る
方
、
お
よ
び
そ

の
家
族
ま
た
は
保
護
者

申
込
期
間

　
希
望
日
の
前
日
ま
で
に
、
県
警

Ｈ
Ｐ
に
あ
る
愛
媛
県
採
用
試
験
受

験
等
申
込
シ
ス
テ

ム
か
ら
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
愛
媛
県
警
察
本
部
警
務
課
採
用
係

　
☎
０
８
９-

９
３
４-

０
１
１
０

　
愛
媛
県
宇
和
島
警
察
署
警
務
課

　
☎
０
８
９
５-

２
２-

０
１
１
０

日
　時

　
６
月
５
日
㈪
〜
11
月
27
日
㈪
の

毎
週
月
曜
日

　
19
時
〜
21
時

場
　所

　
宇
和
島
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

内

　容

　
手
話
を
初
め
て
学
ぶ
方
の
た
め

の
入
門
課
程（
全
21
回
）を
開
催

定
　員
　
20
名（
先
着
）

受
講
料

　
無
料※

テ
キ
ス
ト
代
（
３
，
３

０
０
円
）・
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド

（
実
費
）
は
受
講
生
負
担

対
象
者

　
宇
和
島
圏
域（
宇
和
島
市
・
松

野
町
・
鬼
北
町
・
愛
南
町
）に
住
所
、

ま
た
は
勤
務
先
が
あ
る
方

申
込
期
間

　
３
月
24
日
㈮
〜
４
月
28
日
㈮

問
い
合
わ
せ
・
申
込
み
先

　
宇
和
島
市
福
祉
課

　
障
害
福
祉
係

　
☎
０
８
９
５-

２
４-

１
１
１
１

　　
学
校
、
職
場
、
家
庭
や
人
間
関

係
な
ど
に
つ
い
て
、一
人
で
悩
み
を

抱
え
て
い
ま
せ
ん
か
？
臨
床
心
理

士
が
、
無
料
で
相
談
を
お
受
け
し

ま
す
。
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日

　時

　
４
月
24
日
㈪

　
13
時
30
分
〜
16
時

対
象
者

　
鬼
北
町
在
住
の
方（
３
名
程
度
）

場

　所

　
広
見
保
健
セ
ン
タ
ー

※

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
安
心
し

て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
予
約
制
の
た
め
、
希
望
さ
れ
る

方
は
４
月
17
日
㈪
ま
で
に
問
い
合

わ
せ
先
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
保
健
介
護
課
保
健
係

　
内
線
２
５
０
６

お
知
ら
せ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

休
日
臨
時
交
付
窓
口
開
設

相

　談

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
の
ご
案
内

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
夜
間
交

付
窓
口
開
設
の
お
知
ら
せ

え
ひ
め
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー

「
愛
結
び
」会
場
開
設

令
和
５
年
度
の

国
民
年
金
保
険
料
の
お
知
ら
せ

宇
和
島
圏
域
手
話
奉
仕
員
養
成

講
座
入
門
課
程
の
受
講
生
募
集

日
赤
活
動
資
金
ご
協
力
の
お
礼

愛
媛
県
警
察
官
採
用
説
明
会

「人権・行政・心配ごと相談」
日時 ４月20日（木）　10時～ 15時
場所 ◆鬼北町総合福祉センターひまわり
　　 ◆日吉中央集会所
問人権…町民生活課戸籍住民係  内線2113
　行政…総務財政課行政係  内線2206
　心配…社会福祉協議会  ☎45-3709

　毎年４月２日は、国連の定めた「世界自閉症啓発デー」です。この日が平成 19 年に制定されて以
降、自閉症やその他の発達障害に対する理解を進めるための啓発活動が世界的な規模で展開されて
います。
皆さんに知っていただきたいこと
　自閉症は、「常に自分の殻に閉じこもっている状態」と考えられたり、「親の育て方が冷たかった
ことが原因ではないか」と思われることがありますが、これは正しくありません。
　脳の発達の仕方の違いから「他の人の気持ちや感情を理解すること」「言葉を適切に使うこと」「新
しいことを学習すること」などが苦手であり、一般的な「常識」と思われることを身に付けること
も苦手です。このため、真面目に取り組んでいても、誤解されることがあります。
　なお、自閉症の人たちはとても「純粋」で、自分の感じたままに話したり、行動したりすること
があり、感覚が過敏であったり、記憶が抜群な人もいます。このような、自閉症の人たちの行動や
態度の意味を理解し、愛情をもって支援していただくことを願っています。
　自閉症をはじめとする発達障害のある人たちは、周囲の愛情と支援によって大きく育つことがで
きるのです。知っていただくこと、理解していただくことは、発達障害のある人だけでなく、誰も
が幸せに暮らすことのできる社会の実現につながるものと考えています。
ブルーライトアップイベント
　この日に合わせ、世界各地のラン
ドマークをブルーライトアップ
するイベントが行われます。鬼北町
でも、道の駅の鬼のモニュメント

「鬼王丸」「柚鬼媛」を青く照らし
（４月２日～４月15日）、自閉症・
発達障害への理解を求めます。

問 町民生活課　福祉係　内線 2173

４月２日は世界自閉症啓発デー
４月２～８日は発達障害啓発週間です

お知らせ
info

世界自閉症啓発デー
日本実行委員会

公式サイト
「海洋堂/鬼北町」（柚鬼媛） 「竹谷隆之/鬼北町」（鬼王丸）
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くらしのお知らせ

日
　時
　
４
月
23
日
㈰

　
９
時
〜
12
時

　
13
時
〜
16
時
30
分

※

必
要
な
持
参
物
が
な
い
と
手
続

　
き
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

　
の
で
、
事
前
確
認
を
お
願
い
し

　
ま
す
。

※

閉
庁
日
の
た
め
、
マ
イ
ナ
ン
バ

　
ー
カ
ー
ド
関
係
の
み
の
対
応
と

　
な
り
ま
す
（
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト

　
は
平
日
の
み
）。

※

混
み
合
い
ま
す
の
で
、
時
間
に

　
余
裕
を
持
っ
て
お
越
し
く
だ
さ

　
い
。

問
い
合
わ
せ

　
町
民
生
活
課
戸
籍
住
民
係

　
内
線
２
１
７
１
、
２
１
１
１
〜

　
２
１
１
３

日
　時

　
４
月
12
日
㈬

※

交
付
時
間
を
19
時
30
分
ま
で
延

　
長
し
ま
す
。

※

申
請
者
ご
本
人
様
が
、
受
取
り

　
に
必
要
な
も
の
を
ご
持
参
の
上
、

　
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
の

　
み
の
対
応
と
な
り
ま
す
（
マ
イ

　
ナ
ポ
イ
ン
ト
、申
請
、保
険
証
・

　
口
座
登
録
関
係
は
対
象
外
）。

問
い
合
わ
せ

　
町
民
生
活
課
戸
籍
住
民
係

　
内
線
２
１
７
１
、
２
１
１
２
、

２
１
１
３

日
　時

　
４
月
23
日
㈰※

予
約
が
必
要

　
13
時
〜
16
時（
受
付
は
15
時
ま
で
）

場
　所

　
近
永
公
民
館
　
１
階
会
議
室

問
い
合
わ
せ

▼
企
画
振
興
課
地
域
活
力
創
出
係

　
内
線
２
２
１
３

▼
え
ひ
め
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー

　
南
予
事
務
所

　
☎
０
８
９
３-
５
７-

６
７
０
５

　
皆
さ
ん
の
あ
た
た
か
い
ご
協
力

に
よ
り
、
２
月
末
ま
で
に
１
，
２

６
０
，
４
５
９
円
の
活
動
資
金
が

集
ま
り
ま
し
た
。
活
動
資
金
は
全

額
日
赤
愛
媛
県
支
部
へ
送
金
し
、

今
後
、
災
害
救
助
活
動
な
ど
日
本

赤
十
字
社
の
人
道
的
活
動
に
役
立

て
ら
れ
ま
す
。

　
活
動
資
金
は
随
時
受
け
付
け
て

お
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
支

援
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
町
民
生
活
課
福
祉
係

　
内
線
２
１
１
７

　
令
和
５
年
度
の
国
民
年
金
保
険

料
は
、
月
額
１
６
，
５
２
０
円
で

す
。
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
ら
れ

る
納
付
書
は
、
金
融
機
関
・
郵
便

局
・
コ
ン
ビ
ニ
等
の
窓
口
や
電
子

納
付
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納

付
や
便
利
で
お
得
な
口
座
振
替
も

あ
り
ま
す
。
収
入
の
減
少
や
失
業

等
に
よ
り
、
保
険
料
を
納
め
ら
れ

な
い
場
合
は
、
必
ず
免
除
・
納
付

猶
予
制
度
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

▼
宇
和
島
年
金
事
務
所

　
国
民
年
金
課

　
☎
０
８
９
５-

２
２-

５
４
４
０

▼
町
民
生
活
課
保
険
年
金
係

　
内
線
２
１
１
４

内
　容

　
業
務
説
明

　
警
察
職
員
と
の
フ
リ
ー
ト
ー
ク

日
　時

▼
４
月
１
日
㈯

　
13
時
30
分
〜
15
時

▼
４
月
10
日
㈪

　
18
時
30
分
〜
20
時

定

　員

　
各
30
名
程
度

　（
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
者
を
除
く
）

参
加
資
格

　
警
察
官
ま
た
は
警
察
事
務
職
員

を
目
指
し
て
い
る
方
、
お
よ
び
そ

の
家
族
ま
た
は
保
護
者

申
込
期
間

　
希
望
日
の
前
日
ま
で
に
、
県
警

Ｈ
Ｐ
に
あ
る
愛
媛
県
採
用
試
験
受

験
等
申
込
シ
ス
テ

ム
か
ら
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
愛
媛
県
警
察
本
部
警
務
課
採
用
係

　
☎
０
８
９-

９
３
４-

０
１
１
０

　
愛
媛
県
宇
和
島
警
察
署
警
務
課

　
☎
０
８
９
５-

２
２-

０
１
１
０

日
　時

　
６
月
５
日
㈪
〜
11
月
27
日
㈪
の

毎
週
月
曜
日

　
19
時
〜
21
時

場
　所

　
宇
和
島
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

内

　容

　
手
話
を
初
め
て
学
ぶ
方
の
た
め

の
入
門
課
程（
全
21
回
）を
開
催

定
　員
　
20
名（
先
着
）

受
講
料

　
無
料※

テ
キ
ス
ト
代
（
３
，
３

０
０
円
）・
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド

（
実
費
）
は
受
講
生
負
担

対
象
者

　
宇
和
島
圏
域（
宇
和
島
市
・
松

野
町
・
鬼
北
町
・
愛
南
町
）に
住
所
、

ま
た
は
勤
務
先
が
あ
る
方

申
込
期
間

　
３
月
24
日
㈮
〜
４
月
28
日
㈮

問
い
合
わ
せ
・
申
込
み
先

　
宇
和
島
市
福
祉
課

　
障
害
福
祉
係

　
☎
０
８
９
５-

２
４-

１
１
１
１

　　
学
校
、
職
場
、
家
庭
や
人
間
関

係
な
ど
に
つ
い
て
、一
人
で
悩
み
を

抱
え
て
い
ま
せ
ん
か
？
臨
床
心
理

士
が
、
無
料
で
相
談
を
お
受
け
し

ま
す
。
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
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「人権・行政・心配ごと相談」
日時 ４月20日（木）　10時～ 15時
場所 ◆鬼北町総合福祉センターひまわり
　　 ◆日吉中央集会所
問人権…町民生活課戸籍住民係  内線2113
　行政…総務財政課行政係  内線2206
　心配…社会福祉協議会  ☎45-3709
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　３月５日、ＪＲ近永駅周辺で、鬼北桃祭・近永マル
シェが開催されました。
　キッチンカーや雑貨屋さんなど20事業者が軒を連
ねた駅前広場には、町内外から約1,500人が来場。コ
ロナ禍の影響で、長らく開催のなかったマルシェ形
式のイベントの再開に、会場は笑顔と賑わいで溢れ
ていました。
　また、北宇和高校馬術部によるポニーの乗馬体験
のほか、国鉄四国トレインズの歌唱、広蓮のダンス
パフォーマンスが行われ、会場を盛り上げました。
　「町なかおひなさま展示」と「スタンプラリー」は、
４月９日まで行われています。

春の賑わいをおひなさまと共に
◎鬼北桃祭・近永マルシェ

広中体育館50年の歴史の最後を飾る
◎みにこんか

まちのアルバムまちのアルバム

　３月10日、コロナ禍で開催できなかった「でちこ
んか」の代替イベントとして、また解体前の広見中
学校体育館での最後の催しとして、「みにこんか」が
開催されました。
　今秋の「でちこんか2023」の開催に向けた、感染
対策や課題等の検証も含めて行われた「みにこんか」。
昼の部には町内中学生が来場、夜の部には一般客約
300人が詰め掛け、会場は熱気に包まれました。訪れ
た人たちは、ダンス・太鼓・歌唱、どれも迫力満点
の生パフォーマンスに引き込まれながら、広見中学
校50年の歴史に思いをはせていました。

「鬼のパンツ」を歌う国鉄四国トレインズ

笑顔はじける広蓮

ポニーの馬車を楽しむ子どもたち

太鼓集団 天邪鬼

秋川雅史氏

愛媛大学ダンス部

ダンスチーム広蓮 太鼓集団 魁

大勢で賑わう駅前広場

Kihoku's Topics

　３月４日、国登録有形文化財である明星草庵・井
谷家住宅で、日吉まちづくり大学講座が開催されま
した。
　明治 39 年、井谷正命が自宅を学校として開設し、
日吉村の教育を支えた日吉実業学校。「まちづくり
は、人づくりから」という正命の精神を継承し、井
谷家住宅を保存・活用した地域活性化策を、参加者
とともに学び考える会として教育委員会が主催し、
約 10 名が受講しました。
　参加者たちは、老朽化が進む井谷家住宅の現状を
目の当たりにしながら、地域の発展を語る貴重な文
化財の活用について模索していました。

現代版日吉実業学校の開設を目指して
◎日吉まちづくり大学講座◎日吉まちづくり大学講座

　２月 25 日、鬼北町山寺講座の第３回目が、中央
公民館で開催されました。
　これまでに行われてきた、等妙寺旧境内の成立背
景や変遷、活動の実態に迫る調査・研究の成果につ
いて、日本山岳修験学会理事の山本義孝氏が解説。
令和６年のオープンを控えたガイダンス施設と、整
備の進められてきた史跡公園を有効活用していくた
めには、「史跡を語るに足る歴史の解明が不可欠だ」
と熱弁を振るいました。参加者たちは、明らかになっ
てきた等妙寺の歴史に思いをはせながら、史跡を核
としたまちづくりについて考えていました。

ここまでわかった奈良山等妙寺
◎鬼北町山寺講座

　２月 13 日、愛媛銀行近永支店横の敷地で、北宇和
高校教育寮新築工事の起工式が行われました。
　生徒の全国募集を行っている北宇和高校に、町外・
県外から入学してくる子どもたちのために整備され
る高校寮。学校林のヒノキ（樹齢約 70 年）を伐採し
た木材を使用し、今年８月の完成を予定しています。
兵頭町長は「活力あるまちづくりには、北宇和高校生・
先生・保護者の存在が欠かせない。子どもたちが安
心して暮らせる寮の完成を願う。」と期待を込めてい
ました。

木の香漂う温もりある寮を目指して
◎北宇和高校教育寮新築工事　起工式

【高校寮概要】
▶建築面積：321.07 ㎡　　▶木造２階建
▶延床面積：605.17 ㎡　　▶寮室：14室
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「法テラス」は法的トラブル解決のための
　　　　　　　　　　　　公的な支援機関です

消費生活だより
　「サラ金で借りた借金を放置していたら、突然知らない会社から督促状が届いた。それも無視していたら、裁判所から
支払い督促が来た」というような相談をよく受けます。
　債務整理をしたいけれど、弁護士費用が払えない…という方には「法テラス」への相談をお勧めしています。「法テラス」
の民事法律扶助業務は、経済的に余裕がない方が法的トラブルにあった時に、無料で法律相談を行い、弁護士・司法
書士の費用の立替えを行う業務です。
　ただし、援助を受けるには、次の条件を満たすことが必要です。

①　月収、預貯金や不動産などが一定額以下であること。
②　勝訴の見込みがないとはいえないこと。
③　民事法律扶助の趣旨に適すること。

　また、法テラスの事務所が遠い場合は、法テラスと契約している専
門家に直接問い合わせることもできます。できるだけ早い段階で法律
相談を受け、早期にトラブルを解決できるように心がけましょう。
　詳しくは、鬼北町消費生活相談窓口（45-1111）にご相談ください。

法テラスサポートダイヤル　0570-078374
お な や み な し

コラムの広場

ＡＬＴの鬼の里Ｄiary

きほくのまち人探訪

　今月で鬼北町に来て１年になります。鬼
北町の皆さんはとても親切で、おかげでス
テキな時間を過ごせています。私は英語を
教えることが大好きなので、学校で働くこ
とがすごく楽しいです。
　文化や言語を交換するために、鬼北町
の皆さんにお願いがあります。それは、皆
さんの趣味や仕事について知りたいので、
ぜひ気軽に話しかけてほしいということで
す。毎日日本語の勉強を続けていますが、
まだすごく大変です。　
　先日、ポッポ温泉で知り合った方に「三
寒四温」という言葉を教えてもらいました。
また、三島小学校の校長先生と天気につ
いて話したときに「小春日和」という言葉

を知りました。僕は気象について特に興味
があるので、それに関する日本語を知れて
とてもうれしかったです。愛媛県の季節や
天候について、もっと学びたいと思ってい
ます。また、最近は漢字の勉強のために
毎日、愛媛新聞を読んでいます。新聞を
すらすら読めるようになることは、今年の
目標の１つです。漢字の読み方や文法など、
覚えることが多過ぎますが、とても楽しい
です！
　日常会話にも使えるような表現や話し方
も、もっともっと学びたいので、お話しす
る中でたくさん教えてください！これからも
よろしくお願いします！

　昨年12月に紙漉きが始まり、今日に至り
ます。今年は、町内の小中学校などの紙
漉き体験が数回催されました。普段、作
業所に籠って黙 と々作業しているので、ど
うしても交流が少なくなってしまいます。そ
のような中で、泉貨紙（手漉き和紙）の歴
史や作り方を知っていただく貴重な機会と
なりました。
　また、紙漉きを体験された方の多くが、
難しい中にも面白さを見出されていたようで
した。
　紙漉きのよい所は、「今この瞬間」に集
中できる所だと思います。漉いている最中
は、一瞬の油断が失敗につながるので、

余計なことを考える暇がほとんどありませ
ん。個人種目のスポーツをやっている時に
近い感覚かと思われます。
　同じ動きを繰り返す作業が続くため、体
にこたえる部分はありますが、同時に感覚
器官や精神を整える効果もあるのではない
かと感じています。
　紙漉きが癒しを
もたらすツールと
して、いつか注目
されるのでは…と
密かに期待してお
ります。

地域おこし協力隊活動日記

～Brian編～ 「Let’s exchange languages!」

　生まれ故郷の富母里地域を、人が訪れ
賑わう場所に…。そんな思いで、自宅裏の
ゆず畑を「花の森」に生まれ変わらせるプ
ロジェクトに取り組んでいる、那須史憲さ
ん。「花を見て怒る人はいない。花は人間
を優しくしてくれる」と花の魅力を語りな
がら、種々の花木を植え続けています。
　那須さんが憧れを抱いている福島県の
「花見山公園」は、春になると桜・花桃・
蝋梅などが一斉に咲き誇る、見事な景観
に。「日吉にもこんな風景を作りたい！」と
昨年の春から始めたプロジェクトには、日
吉中学校の生徒が、郷土学習の一環でア
ジサイの苗植えを手伝ったり、卒業記念樹

として枝垂桜を植樹するなど、那須さんの
思いが地域にも波及しています。
　知り合いから苗木の提供や、苗代の寄
付の申し出もあり、「涙が出るほどうれしい」
と喜ぶ那須さん。協力してくれる方々の思
いを背に、十数年先のふるさとの賑わいを
夢見て、小さな苗木の１つひとつに願いを
込めながら取り組みます。「人口減少・少
子高齢化などと嘆いてばかりでは何も良く
ならない」「満開の枝垂桜が、棚田を流れ
落ちる滝に見えるようにしたい」と汗を流
す那須さんの姿勢は、真っすぐな郷土愛
で溢れていました。

　　　

「令和の花咲かじいさん、ふるさとの賑わいを夢見て」

「紙漉きの効能？」
地域おこし協力隊3年目

粟野　正臣
あわ  の　 　まさおみ

那須　史憲さん
 　 な　す　　 ふみのり

粟野　正臣
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コラムの広場

ＡＬＴの鬼の里Ｄiary

きほくのまち人探訪

　今月で鬼北町に来て１年になります。鬼
北町の皆さんはとても親切で、おかげでス
テキな時間を過ごせています。私は英語を
教えることが大好きなので、学校で働くこ
とがすごく楽しいです。
　文化や言語を交換するために、鬼北町
の皆さんにお願いがあります。それは、皆
さんの趣味や仕事について知りたいので、
ぜひ気軽に話しかけてほしいということで
す。毎日日本語の勉強を続けていますが、
まだすごく大変です。　
　先日、ポッポ温泉で知り合った方に「三
寒四温」という言葉を教えてもらいました。
また、三島小学校の校長先生と天気につ
いて話したときに「小春日和」という言葉

を知りました。僕は気象について特に興味
があるので、それに関する日本語を知れて
とてもうれしかったです。愛媛県の季節や
天候について、もっと学びたいと思ってい
ます。また、最近は漢字の勉強のために
毎日、愛媛新聞を読んでいます。新聞を
すらすら読めるようになることは、今年の
目標の１つです。漢字の読み方や文法など、
覚えることが多過ぎますが、とても楽しい
です！
　日常会話にも使えるような表現や話し方
も、もっともっと学びたいので、お話しす
る中でたくさん教えてください！これからも
よろしくお願いします！

　昨年12月に紙漉きが始まり、今日に至り
ます。今年は、町内の小中学校などの紙
漉き体験が数回催されました。普段、作
業所に籠って黙 と々作業しているので、ど
うしても交流が少なくなってしまいます。そ
のような中で、泉貨紙（手漉き和紙）の歴
史や作り方を知っていただく貴重な機会と
なりました。
　また、紙漉きを体験された方の多くが、
難しい中にも面白さを見出されていたようで
した。
　紙漉きのよい所は、「今この瞬間」に集
中できる所だと思います。漉いている最中
は、一瞬の油断が失敗につながるので、

余計なことを考える暇がほとんどありませ
ん。個人種目のスポーツをやっている時に
近い感覚かと思われます。
　同じ動きを繰り返す作業が続くため、体
にこたえる部分はありますが、同時に感覚
器官や精神を整える効果もあるのではない
かと感じています。
　紙漉きが癒しを
もたらすツールと
して、いつか注目
されるのでは…と
密かに期待してお
ります。

地域おこし協力隊活動日記

～Brian編～ 「Let’s exchange languages!」

　生まれ故郷の富母里地域を、人が訪れ
賑わう場所に…。そんな思いで、自宅裏の
ゆず畑を「花の森」に生まれ変わらせるプ
ロジェクトに取り組んでいる、那須史憲さ
ん。「花を見て怒る人はいない。花は人間
を優しくしてくれる」と花の魅力を語りな
がら、種々の花木を植え続けています。
　那須さんが憧れを抱いている福島県の
「花見山公園」は、春になると桜・花桃・
蝋梅などが一斉に咲き誇る、見事な景観
に。「日吉にもこんな風景を作りたい！」と
昨年の春から始めたプロジェクトには、日
吉中学校の生徒が、郷土学習の一環でア
ジサイの苗植えを手伝ったり、卒業記念樹

として枝垂桜を植樹するなど、那須さんの
思いが地域にも波及しています。
　知り合いから苗木の提供や、苗代の寄
付の申し出もあり、「涙が出るほどうれしい」
と喜ぶ那須さん。協力してくれる方々の思
いを背に、十数年先のふるさとの賑わいを
夢見て、小さな苗木の１つひとつに願いを
込めながら取り組みます。「人口減少・少
子高齢化などと嘆いてばかりでは何も良く
ならない」「満開の枝垂桜が、棚田を流れ
落ちる滝に見えるようにしたい」と汗を流
す那須さんの姿勢は、真っすぐな郷土愛
で溢れていました。

　　　

「令和の花咲かじいさん、ふるさとの賑わいを夢見て」

「紙漉きの効能？」
地域おこし協力隊3年目

粟野　正臣
あわ  の　 　まさおみ

那須　史憲さん
 　 な　す　　 ふみのり

粟野　正臣
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編
集
後
記

▼「
鬼
北
桃
祭
」
に
続
い
て
、
３

月
18
日
か
ら
は
日
吉
地
区
で
「
四

万
十
街
道
ひ
な
ま
つ
り
」
が
始
ま

っ
て
い
ま
す
。
日
吉
盆
栽
会
（
平

均
年
齢
84
歳
）
が
、
明
星
草
庵
で

毎
年
展
示
し
て
い
る
座
敷
雛
。
そ

の
制
作
初
日
に
は
鬼
北
町
青
年
団

の
団
員
ら
も
協
力
し
、
老
若
男
女

が
一
緒
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。「
若

い
人
ら
が
お
る
だ
け
で
元
気
が
出

る
！
」
と
喜
ぶ
、
日
吉
盆
栽
会
の

皆
さ
ん
。
見
に
来
て
く
れ
る
人
の

こ
と
を
思
い
、
細
部
に
ま
で
と
こ

と
ん
こ
だ
わ
っ
た
座
敷
雛
の
展
示

は
、
４
月
９
日
ま
で
。
ぜ
ひ
見
に

行
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。（
輝
）　

今

月

の

１

枚

　
太
鼓
集
団
天
邪
鬼
の
演
目「
江

戸
寿
獅
子
」
の
中
で
行
わ
れ
た
、

獅
子
舞
が
ミ
カ
ン
を
食
べ
る
演

出
。
丸
飲
み
に
し
た
後
、
皮
だ
け

を
上
手
に
吐
き
出
し
ま
す
が
、実

の
部
分
は
ど
う
し
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。
獅
子
頭
の
奥
で
、
演

者
が
必
死
に
食
べ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。想
像
す
る
と
ニ
ヤ
ニ

ヤ
し
て
し
ま
い
ま
す
。　

　当院では、新型コロナウイルス感染
流行以降、発熱外来を設けております。
　発熱や咳、痰等の風邪症状、嘔吐下痢
など感染性胃腸炎を疑う症状で受診を
希望される方は、直接ご来院の前にお
電話にて発熱外来までお問い合わせく
ださい。折り返し担当の看護師が、症状
の聞き取りや検査、受診のご案内をさ
せていただきます。
　５月以降は、新型コロナウイルスの
感染症法上の取り扱いが、２類相当か
ら５類相当へ引き下げられますが、ウ
イルスの感染力そのものを軽視するこ
とはできません。当院でも昨年末から
年初にかけ、院内での集団感染が発生
し、通常外来診療の休止など多大なご
心配、ご迷惑をおかけしました。院内で
の感染拡大を防止し安定した医療を提
供できるよう、今後も引き続き発熱外
来を継続いたしますので、皆さまのご
理解とご協力をお願いいたします。

北宇和病院
だより　「食育」とは、様々な経験を通して、食に関する知識と、バランスの良

い食を選択する力を身につけ、健全な食生活を実践できる力を育むことで
す。
　町では令和４年に、鬼北町健康づくり推進計画を策定しました。その中
の、第三次食育推進計画では、下記のことを目指して様々な関係機関と連
携しながら食育を推進しています。

　毎月19日は食育の日です。できることから一つずつ、食育を実践しませ
んか？

〇食育に関心を持つ人が増える。
〇食事を楽しみながら共食する人が増える。
〇朝食を毎日食べる人が増える。
〇「主食・主菜・副菜をそろえた食事」を実践できる人が増える。
〇野菜を毎食食べる人が増える。
〇全世代にわたり、減塩を実践する人が増える。
〇正常な血圧の人が増える。
〇口腔ケアや食べ方に関心を持ち、いつまでもおいしく食べることができ
　る人が増える。
〇地域の味や郷土料理に関心を持ち、家庭で食べる機会が増える。
〇食事のあいさつや正しい箸の使い方など、食事のマナーを継承する人が
　増える。
〇鬼北町産品や、近隣の地域で生産・加工されたものを選ぶ人が増える。
〇学校や保育所等における地場産物を活用した取り組みを行う。
〇食品ロスを減らし、環境や限られた資源を守る。
〇食品ロス削減のために取り組んでいることがある人が増える。
〇災害時持ち出し品・備蓄品を備える人が増える。

健康ほくほく通信健康ほくほく通信健康ほくほく通信
問保健介護課　保健係　内線3113～3116

No.36 鬼北で広げよう！食育の輪

発熱外来について

①きほくの味食育レシピ集vol.１
　「鬼北町産の産品を使った、手軽にできるレシピ満載！」
②きほくの味食育レシピ集vol.２
　「ヘルシー料理の他、郷土料理やおふくろの味レシピ！」
③きほくの味食育レシピ集vol.３
　「手軽にできる朝ごはんを中心としたレシピ満載！」

鬼北町では、食育レシピ集を作成しています。
無料配布中！
希望する方は、保健介護課
までご連絡ください。

Happy Birthday
4月生まれの元鬼っず

げんき

ー元気な鬼北っ子ー

酒
井
　
新
く
ん

お誕生日おめでとう！

末っ子三男、マイペースな甘えん坊

さん😊😊元気に大きくなあれ♪

３
歳
奈
良

さ
か
い

あ
ら
た

高
田
　
紘
明
く
ん

えくぼがチャームポイントの我が家

のアイドルひろ君😊😊たくさん遊んで

食べて、元気に大きく育ってね♡

１
歳
永
野
市

た
か
た
　
　
　
ひ
ろ
あ
き

武
田
　
凌
く
ん

おしゃべり、ワガママが毎日レベルア

ップ中!!たくさんの笑顔も癒しもあり

がとう!!武田家のヒーロー凌ちゃん😊😊
お誕生日おめでとう♡

２
歳
北
川

た
け
だ
　
　
り
ょ
う

桂
　
美
月
ち
ゃ
ん

いつも家族を笑顔にしてくれる美

月ちゃん。お誕生日おめでとう。これ

からも元気に大きくなってね。

１
歳
奈
良

か
つ
ら
　
　
み

づ
き

葛
川
　
貴
斗
く
ん

いつも予想外の行動で私達を笑わ

せてくれてありがとう😊😊これから

も沢山泣いて笑って大きくなって

ね！

２
歳
清
水

く
ず
か
わ
　
　
た
か
と

那
須
　
千
莉
ち
ゃ
ん

いないいないばぁが大好きな千ちゃ

ん。いつも笑顔と元気をありがとう。

これからもよろしくね。

１
歳
清
延

な

す

せ
ん
り

松
浦
　
妃
花
ち
ゃ
ん

ひなちゃんお誕生日おめでとう♡
３人兄妹の末っ子ちゃん♡これか
らもお兄ちゃんと仲良く元気に育

ってね😊😊

２
歳
奈
良

ま
つ
う
ら
　
　
ひ
　
な
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家族の絆
人から人につなぐ絆リレー

No.142

ア
ウ
ト
ド
ア
の
楽
し
さ
を
五
感
で
感
じ
て

松
浦

　正
佳
さ
ん

万
基
子
さ
ん

　
　
　愛
茉
ち
ゃ
ん

　汰
和
く
ん

　
　
　
　

   

ま
さ
よ
し

　
　

     

ま

　き

　こ

　
　
　
　
　

    

え

　ま

　
　
　
　
　
　た

　お

　
清
延
の
松
浦
正
佳
さ
ん
ご
家
族
。
休
日
は
ア
ウ

ト
ド
ア
に
出
か
け
る
こ
と
が
大
好
き
な
、
仲
良
し

家
族
で
す
。

　
共
通
の
知
り
合
い
を
通
じ
て
結
婚
し
た
、
正
佳

さ
ん
と
万
基
子
さ
ん
。
な
か
な
か
子
宝
に
恵
ま
れ

ず
悩
ん
で
い
た
時
期
に
、
日
吉
地
区
で
毎
年
行
わ

れ
て
い
る
「
節
安
花
と
び
踊
り
」
を
訪
れ
て
子
宝

祈
願
を
し
た
と
こ
ろ
、
す
ぐ
に
長
女
の
愛
茉
ち
ゃ

ん
を
授
か
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
と
き
は
、

家
族
で
泣
い
て
喜
ん
だ
そ
う
で
す
。

　
そ
う
し
て
生
ま
れ
た
愛
茉
ち
ゃ
ん
も
、
弟
の
汰

和
く
ん
も
、
と
に
か
く
活
発
な
元
気
者
。
２
人
と

も
負
け
ず
嫌
い
で
け
ん
か
を
し
た
り
、
言
う
こ
と

を
聞
か
ず
に
は
し
ゃ
い
だ
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
健
康
で
元
気
い
っ
ぱ
い
に
成
長
し
て
い
ま

す
。

　
週
末
は
ア
ウ
ト
ド
ア
を
楽
し
む
こ
と
が
、
松
浦

家
の
定
番
で
す
。
自
宅
の
庭
で
キ
ャ
ン
プ
や
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
を
し
た
り
、
夏
は
海
水
浴
や
川
遊
び
、

秋
は
紅
葉
狩
り
、
冬
は
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
春

は
お
花
見
に
出
か
け
る
な
ど
、
季
節
に
応
じ
た
外

遊
び
を
家
族
み
ん
な
で
楽
し
ん
で
、「
子
ど
も
た

ち
が
笑
顔
で
い
る
と
き
が
一
番
幸
せ
」
と
正
佳
さ

ん
は
話
し
ま
す
。

　
正
佳
さ
ん
が
子
ど
も
の
頃
、
両
親
が
共
働
き
で

忙
し
い
中
で
も
、
週
末
は
い
ろ
い
ろ
な
場
所
に
お

出
か
け
し
て
、
外
遊
び
を
楽
し
ん
だ
思
い
出…

。

そ
ん
な
記
憶
か
ら
、
自
分
の
子
ど
も
た
ち
に
も
ア

ウ
ト
ド
ア
の
楽
し
さ
を
満
喫
し
て
ほ
し
い
と
願
い

ま
す
。
そ
し
て
、
行
く
先
々
で
実
際
に
見
て
・
聞

い
て
・
触
れ
て
・
味
わ
う
、
そ
の
よ
う
な
実
体
験

を
通
し
て
学
び
、
四
季
を
愛
す
る
た
く
ま
し
い
子

に
育
っ
て
ほ
し
い
と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
次
回
は
、
正
佳
さ
ん
の
職
場
の
同
僚
で
同
級
生

の
、
渡
辺
隆
寛
さ
ん
ご
家
族
で
す
。
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嫌
い
で
け
ん
か
を
し
た
り
、
言
う
こ
と

を
聞
か
ず
に
は
し
ゃ
い
だ
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
健
康
で
元
気
い
っ
ぱ
い
に
成
長
し
て
い
ま

す
。

　
週
末
は
ア
ウ
ト
ド
ア
を
楽
し
む
こ
と
が
、
松
浦

家
の
定
番
で
す
。
自
宅
の
庭
で
キ
ャ
ン
プ
や
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
を
し
た
り
、
夏
は
海
水
浴
や
川
遊
び
、

秋
は
紅
葉
狩
り
、
冬
は
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
春

は
お
花
見
に
出
か
け
る
な
ど
、
季
節
に
応
じ
た
外

遊
び
を
家
族
み
ん
な
で
楽
し
ん
で
、「
子
ど
も
た

ち
が
笑
顔
で
い
る
と
き
が
一
番
幸
せ
」
と
正
佳
さ

ん
は
話
し
ま
す
。

　
正
佳
さ
ん
が
子
ど
も
の
頃
、
両
親
が
共
働
き
で

忙
し
い
中
で
も
、
週
末
は
い
ろ
い
ろ
な
場
所
に
お

出
か
け
し
て
、
外
遊
び
を
楽
し
ん
だ
思
い
出

そ
ん
な
記
憶
か
ら
、
自
分
の
子
ど
も
た
ち
に
も
ア

ウ
ト
ド
ア
の
楽
し
さ
を
満
喫
し
て
ほ
し
い
と
願
い

ま
す
。
そ
し
て
、
行
く
先
々
で
実
際
に
見
て
・
聞

い
て
・
触
れ
て
・
味
わ
う
、
そ
の
よ
う
な
実
体
験

を
通
し
て
学
び
、
四
季
を
愛
す
る
た
く
ま
し
い
子

に
育
っ
て
ほ
し
い
と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
次
回
は
、
正
佳
さ
ん
の
職
場
の
同
僚
で
同
級
生

の
、
渡
辺
隆
寛
さ
ん
ご
家
族
で
す
。

食生活改善推進協議会　健康づくり応援レシピ ―食生活改善推進協議会 近永支部―

もち米…２カップ（340g）　　水…360ml　　生あん…500g
きなこ（きなこ20g、砂糖20g、塩少々）　　青のり…10g

材料(15個分)

作り方
❶もち米は洗って水加減して漬けておき、炊飯器で普通に炊く。10分ほど蒸
らし、すりこぎ等で半つぶしにつき、15等分する。

❷あんを練り、15等分する。
❸❶のうち10個はあんをつつみ、表面にきなこ、青のりをそれぞれまぶす。
残りの５個はご飯をあんで包む。

エネルギー：169㎉　たんぱく質：3.8g
脂質：0.7g　炭水化物：36.6g　食塩相当量：0.1g

1 個当たりの栄養量
鬼北に伝わる郷土料理 『三色おはぎ』

鬼北町食生活改善推進協議会　会員募集中！
問 保健介護課　保健係　内線3116

懐かしい、心がほっとする味。

広報きほく　2023.4 20
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